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新たな飛躍を 
めざして 

　
草
加
市
立
病
院
開
設
50
周
年
記
念

式
典
が
６
月
21
日
に
、
獨
協
大
学
天

野
貞
祐
記
念
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
院
の
関
連
大
学
で
あ
る
東
京
医

科
歯
科
大
学
の
病
院
長
を
は
じ
め
、

地
域
医
療
機
関
の
医
師
、
市
立
病
院

関
係
者
な
ど
約
400
人
が
参
加
。
市
立

病
院
の
前
身
で
あ
る
草
加
町
国
民
健

康
保
険
直
営
診
療
所
の
開
設
以
来
、

半
世
紀
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。
 

　
式
典
で
は
、
高
元
俊
彦
病
院
長
が

「
医
療
技
術
者
と
し
て
高
い
目
標
を

持
ち
、
日
々
研
鑽
に
努
め
、
草
加
市

民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
し
て
成
長

し
続
け
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
東
京
医
科
歯
科
大
学
長

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

同
大
学
臨
床
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長

の
田
中
雄
二
郎
教
授
か
ら
は
「
教
育

病
院
と
し
て
大
学
に
負
け
な
い
立
派

な
医
師
を
育
成
し
て
頂
き
た
い
」
と

激
励
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
記
念
講
演
で
は
東
京
医
科

歯
科
大
学
医
学
部
長
で
脳
神
経
外
科

教
授
の
大
野
喜
久
郎
氏
が
「
脳
卒
中

の
診
断
と
治
療
の
進
歩
」
と
題
し
て

講
演
。
脳
が
い
か
に
複
雑
で
重
要
な

臓
器
で
あ
る
か
、
ま
た
、
近
年
の
脳

の
検
査
法
や
脳
卒
中
の
治
療
法
、
脳

卒
中
を
引
き
起
す
原
因
と
な
る
生
活

習
慣
病
、
喫
煙
・
飲
酒
の
害
な
ど
に

つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
（
講
演

会
の
関
連
記
事
は
3
面
に
）
 

草加市立病院は、市民のいのちと

健康を守り、地域医療の中核を担う

ことを使命とします。 
草加市立病院 検索 HP

市立病院 

草加市立病院開設50周年 
記念式典を開催 

　
草
加
市
立
病
院
開
設
50
周
年

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
病
院
を

育
て
て
い
た
だ
い
た
草
加
市
行

政
、
医
療
関
係
者
、
市
民
の
皆

様
に
、
ひ
と
こ
と
ご
挨
拶
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
当
院
は
、
昭
和
58
年
に
東
京

医
科
歯
科
大
学
か
ら
鈴
木
文
男

病
院
長
を
迎
え
た
の
を
契
機
に
、

大
学
の
主
要
な
関
連
病
院
と
し

て
大
き
な
発
展
を
遂
げ
、
今
日

の
18
診
療
科
ま
で
成
長
し
て
参

り
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
4
年
前
に
待
望
の

新
病
院
が
オ
ー
プ
ン
し
た
直
後

か
ら
、
深
刻
な
医
師
不
足
の
あ

お
り
を
受
け
、
産
科
な
ど
一
部

診
療
科
が
休
止
と
な
っ
て
経
営

状
況
も
悪
化
す
る
な
ど
、
厳
し

い
体
験
を
致
し
ま
し
た
が
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
で
草
加
市
立
病
院
の
5

年
先
、
10
年
先
に
思
い
を
は
せ

れ
ば
、
我
々
の
到
達
点
は
ま
だ

ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
ま
す
。
一

層
の
地
域
医
療
連
携
を
進
め
、

2
次
医
療
機
関
と
し
て
癌
、
脳

血
管
障
害
、
消
化
器
、
循
環
器

疾
患
な
ど
の
セ
ン
タ
ー
化
構
想
、

小
児
の
夜
間
休
日
診
療
、
高
齢

者
の
救
急
医
療
な
ど
、
直
ち
に

取
り
組
み
を
開
始
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
 

　
こ
れ
か
ら
、
私
た
ち
は
草
加

市
民
の
健
康
と
医
療
を
守
る
と

い
う
高
い
使
命
感
を
も
ち
、
高

度
な
医
療
技
術
を
展
開
で
き
る

た
め
の
修
練
を
日
々
重
ね
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
草
加
市
立
病
院
開
設
50
周
年
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
政
府
の
国
民
総
医
療
費
抑
制

政
策
の
下
、
地
域
か
ら
は
医
師

が
引
き
上
げ
、
高
齢
化
と
少
子

化
の
中
で
自
治
体
病
院
の
運
営

に
は
大
き
な
負
担
が
の
し
か
か

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
草
加

市
立
病
院
は
こ
の
よ
う
な
逆
風

を
乗
り
越
え
、
こ
こ
数
年
で
小

児
科
医
の
増
強
、
産
科
の
再
開
、

救
急
部
の
新
設
な
ど
大
き
な
飛

躍
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
 

　
開
院
当
時
の
草
加
市
の
人
口

約
3
万
4
千
人
か
ら
現
在
は
24

万
人
を
超
え
、
こ
の
間
に
日
本

は
世
界
に
例
の
な
い
早
さ
で
高

齢
化
が
進
み
ま
し
た
が
、
草
加

市
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
30
代

後
半
と
50
代
後
半
を
ピ
ー
ク
と

す
る「
二
重
の
塔
」型
を
示
し
、

非
常
に
活
動
的
な
構
成
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
一
方
で
は
、
市
職
員
の
意
識

改
革
も
進
み
、
平
成
18
年
発
表

の
全
国
自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ
・

生
産
性
部
門
で
は
4
4
8
市
区

中
第
1
位
に
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
職
の
人
員
削

減
を
進
め
る
中
で
、
医
療
職
関

係
者
の
増
員
を
確
保
す
る
こ
と

は
、
市
民
の
健
康
生
活
確
保
の

た
め
の
行
政
の
強
い
熱
意
が
根

底
に
み
え
ま
す
。
 

　
今
後
も
草
加
市
立
病
院
が
市

民
の
健
康
増
進
に
貢
献
し
、
大

学
と
さ
ら
な
る
機
能
連
携
を
深

め
、
末
永
く
共
に
発
展
し
て
い

く
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま

す
。
 

地域に輝く市立病院をめざして 

草加市病院事業管理者（兼）病院長　 
高元　俊彦 

いま、市立病院と大学病院の連携で 
新たな半世紀の繁栄へ 

東京医科歯科大学医学部附属病院　 
病院長　坂本　徹 

記念式典（獨協大学天野貞祐記念館にて） 

高元俊彦病院長によるあいさつ 

記念講演後の花束贈呈 

病院ボランティア「クローバー」による合唱 

け
ん
さ
ん
 

（右から東京医科歯科大学医学部長　大野　喜久郎氏、）   同大学医学部附属病院長　坂本　徹氏 



　
今
回
は
脳
卒
中
に
つ
い
て
お

話
を
致
し
ま
す
。
脳
卒
中
は
三

大
死
亡
原
因
（
脳
卒
中
、
が
ん
、

心
臓
病
）
の
中
で
は
3
位
で
す

が
、
最
近
は
患
者
数
が
増
加
し

続
け
て
い
ま
す
。
 

　
脳
卒
中
に
は
脳
出
血
（
脳
の

血
管
が
破
れ
る
）、
脳
梗
塞（
脳

の
血
管
が
詰
ま
る
）
及
び
ク
モ

膜
下
出
血
が
あ
り
ま
す
が
、
食

の
欧
米
化
に
よ
り
脳
梗
塞
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
 

   　
脳
卒
中
の
症
状
は
様
々
で
、

一
概
に
こ
れ
と
い
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
脳
の
機
能

が
細
か
く
分
か
れ
て
い
る
か
ら

で
す
。
 

　
例
え
ば
右
の
手
足
を
動
か
す

機
能
は
左
側
の
脳
の
表
面
の
一

部
に
手
・
指
・
足
と
部
分
ご
と

に
分
か
れ
て
存
在
し
ま
す
。
話

を
す
る
機
能
は
概
ね
左
側
の
前

頭
葉
の
一
部
に
あ
り
、
ま
た
話

を
聞
い
て
理
解
す
る
の
は
や
は

り
左
側
の
側
頭
葉
の
一
部
の
機

能
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
ど
の
部
分
に
脳
卒
中
が
起

こ
っ
た
か
に
よ
っ
て
症
状
が
異

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
 

　
一
方
、
脳
の
中
に
は
あ
ま
り

機
能
し
て
い
な
い
部
位
も
あ
り
、

そ
こ
に
脳
梗
塞
が
起
こ
っ
て
も

は
っ
き
り
と
し
た
症
状
は
現
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
が
「
か
く
れ
脳

梗
塞
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
 

　
脳
ド
ッ
ク
健
診
に
よ
り
、
こ

の
「
か
く
れ
脳
梗
塞
」
の
診
断

や
、
脳
の
血
管
の
異
常
（
動
脈

瘤
の
存
在
な
ど
）
を
あ
ら
か
じ

め
知
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
 

　
ク
モ
膜
下
出
血
は
脳
の
血
管

の
コ
ブ
（
脳
動
脈
瘤
）
が
徐
々

に
増
大
し
て
最
後
に
は
壁
が
破

れ（
破
裂
）、
出
血
し
た
も
の
で

す
。
破
裂
す
る
ま
で
は
全
く
症

状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ひ
と
た

び
出
血
し
ま
す
と
半
数
は
亡
く

な
り
、
残
り
の
半
数
は
大
き
な

後
遺
症
を
残
し
、
寝
た
き
り
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

　
脳
動
脈
瘤
の
サ
イ
ズ
が
大
き

い
も
の
や
危
険
な
形
を
し
て
い

る
も
の
に
対
し
て
は
、
破
裂
し

な
い
よ
う
に
予
防
措
置
（
手
術

治
療
）
を
取
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
手
術
法
は
二
通
り
あ
り
、

一
つ
は
開
頭
手
術
に
よ
っ
て
瘤

の
根
本
に
ク
リ
ッ
プ
を
掛
け
る

手
術（
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
術
）と
、

も
う
一
つ
は
、
開
頭
し
な
い
で

カ
テ
ー
テ
ル
を
血
管
内
に
挿
入

し
、
瘤
の
内
側
か
ら
細
い
コ
イ

ル
を
充
填
す
る
（
コ
イ
ル
塞
栓

術
）
方
法
で
す
。
 

   　
脳
卒
中
の
原
因
の
多
く
は
高

血
圧
で
す
。
長
年
続
い
た
高
血

圧
に
よ
り
、
血
管
に
動
脈
硬
化

が
起
こ
り
ま
す
。
若
い
頃
は
し

な
や
か
で
丈
夫
な
血
管
で
あ
っ

た
も
の
が
、
硬
く
て
も
ろ
い
も

の
と
な
っ
て
し
ま
い
血
圧
に
耐

え
き
れ
ず
破
れ
た
り（
脳
出
血
）、

壁
が
厚
く
な
っ
て
詰
ま
ら
せ
た

り
（
脳
梗
塞
）
し
ま
す
。
 

   　
脳
卒
中
の
予
防
は
、
動
脈
硬

化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
留
意
す

る
こ
と
で
す
。
高
血
圧
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
糖
尿
病
や
高
脂

血
症
に
注
意
し
て
塩
分
の
少
な

い
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
、

禁
煙
及
び
過
度
の
飲
酒
を
控
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
こ
れ
は
ま
さ
に
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
と
い
う
こ
と
と
同

じ
意
味
と
な
り
ま
す
。
 

　
私
が
勤
務
す
る
草
加
市
立
病

院
は
地
域
の
基
幹
病
院
で
あ
り
、

内
科
、
外
科
と
も
に
様
々
な
症

例
や
手
術
を
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
設
備
が
新

し
く
、
仕
事
を
し
や
す
い
環
境

も
魅
力
で
、
毎
日
新
鮮
な
気
持

ち
で
研
修
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
の
研
修
で
麻
酔
科

で
は
術
前
回
診
、
マ
ス
ク
換
気

や
挿
管
、
点
滴
ラ
イ
ン
の
確
保

な
ど
、
麻
酔
導
入
か
ら
、
麻
酔

の
維
持
、
麻
酔
終
了
ま
で
の
一

連
の
手
技
な
ど
を
松
澤
先
生
か

ら
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、救
急
診
療
科
で
は
、

腹
痛
か
ら
交
通
事
故
、
脳
卒

中
ま
で
と
来
院
さ
れ
る
患
者

さ
ん
は
と
て
も
様
々
で
、
ど

の
よ
う
な
症
例
で
あ
っ
て
も
、

焦
ら
ず
冷
静
に
対
処
さ
れ
る

指
導
医
の
南
先
生
に
つ
い
て
、

貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

　
現
在
は
、
外
科
に
配
属
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
日
の
患

者
さ
ん
は
大
腸
憩
室
か
ら
の

消
化
管
内
出
血
の
症
例
で
、

状
態
が
安
定
し
て
い
た
た
め
、

術
者
と
し
て
で
は
な
く
、
術
野

に
近
い
場
所
か
ら
見
学
、
研
修

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
 

　
草
加
市
立
病
院
は
研
修
医
に

対
し
て
と
て
も
柔
軟
な
指
導
方

式
を
持
っ
て
お
り
、
積
極
的
で

あ
れ
ば
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
多

く
の
臨
床
現
場
に
参
加
し
て
、

先
輩
医
師
の
優
れ
た
技
術
と
経

験
に
学
び
な
が
ら
、
自
分
の
将

来
の
進
路
を
決
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

※
草
加
市
立
病
院
は
臨
床
研
修

指
定
病
院
と
し
て
、
全
国
か
ら

優
秀
な
研
修
医
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
 

臨
床
研
修
医
　
奮
闘
記
 

縱 縒 ……平成20年７月20日 草加市立病院 平成20年７月20日…… 草加市立病院 

脳卒中の診断と 
治療の進歩 

草加市立病院開設５０周年記念講演 

研
修
医
　
飯
塚

泰
弘
　
　
　
　
　
　
　 

（
筑
波
大
学
医
学
専
門
学
群
卒
業
） 

大野 喜久郎 東京医科歯科大学医学部長 
脳神経外科教授 

ナースステーション（昭和50年） 
広報そうか（昭和41月12月発行） 

　現在のナースステーションとは大きく異なり、周りがガラス張りになっ
ているものの、オープンカウンターではなく個室になっていました。 

市立病院落成式（昭和42年） 
　病院の新築工事が完成し、昭和42年6月20日に
は病院関係者を招き、落成式が行われました。 

旧市立病院 
（昭和43年） 

旧市立病院全景 
（昭和49年） 

　昭和42年6月に一般病床が100床と
なりました。なお、同年4月には地方公営
企業法の財務規定等の適用を受け、名
称を「草加市立病院」と改めています。 

薬局受付 
（昭和50年） 
　当時は院内処方だった
ため、薬剤師が窓口で服
薬指導を行い、薬を手渡し
ていました。 

会計窓口 
（昭和52年） 

左写真の矢印は未破裂の脳動脈瘤。 
右写真はクリッピング術後、瘤がつぶれている。 

脳の機能は分かれている 

　会計業務で電卓やそろば
んを使用していたため、窓口
では２～３時間待ちは当たり前
の時代でした。 

待合室 
（昭和50年） 
　待合室は大変混み
合っていました。朝９時
からの診察にもかかわ
らず、玄関前には朝６時
頃から数十人の患者さ
んが並んでいました。 

　
草
加
市
立
病
院
の
前
身
で
あ
る
「
草

加
町
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
」

が
開
設
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
半
世
紀
。

こ
の
間
、
病
院
は
大
き
く
変
貌
を
遂

げ
ま
し
た
。
昭
和
33
年
５
月
、
同
診

療
所
は
内
科
・
外
科
・
産
婦
人
科
、

病
床
数
２
床
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

以
後
、
急
激
な
人
口
増
加
と
と
も
に

病
院
の
利
用
者
も
増
え
た
た
め
、
病

院
の
増
改
築
工
事
を
行
い
、
昭
和
49

年
３
月
に
は
病
床
数
209
床
を
有
す
る

地
域
の
中
核
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
診
療
科
に
小
児
科
や
整
形

外
科
も
加
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

眼
科
、
皮
膚
科
、
胃
腸
科
、
耳
鼻
咽

喉
科
、
循
環
器
科
も
加
わ
り
、
昭
和
62

年
12
月
に
は
総
合
病
院
の
承
認
を
受

け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
16
年
７
月
、

現
在
の
場
所
に
新
築
移
転
し
、
18
診

療
科
、
病
床
数
366
床
の
新
市
立
病
院

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
当
院
は
、

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
、
さ
ら
な
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

│
　あ
の
頃
を
振
り
返
る

あ
の
頃
を
振
り
返
る
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│
　あ
の
頃
を
振
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返
る
　│
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加
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加
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町
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
開
設
 

（
所
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副
島
圭
一
氏
）内
科
・
外
科
・
産
婦
人
科
　
病
床
2
床
 

草
加
市
民
病
院
開
設
　
病
床
25
床
 

救
急
告
知
病
院
、三
好
栄
一
病
院
長
就
任
 

伝
染
病
舎
併
設（
30
床
） 

草
加
市
立
病
院
に
名
称
変
更
、地
方
公
営
企
業
法
一
部
適
用（
財
務
）、小
児
科
設
置
 

病
床
100
床
 

整
形
外
科
設
置
 

津
崎
滋
病
院
長
就
任
 

病
床
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床
 

眼
科
設
置
 

皮
膚
科
設
置
 

人
間
ド
ッ
ク
開
設
 

胃
腸
科
設
置
 

耳
鼻
咽
喉
科
設
置
 

病
院
運
営
審
議
会
設
置
 

鈴
木
文
男
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院
長
就
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循
環
器
科
設
置
 

重
症
者
の
看
護
、収
容
実
施
承
認
 

総
合
病
院
の
承
認
 

泌
尿
器
科
設
置
 

八
重
樫
寛
治
病
院
長
就
任
 

新
市
立
病
院
検
討
委
員
会
設
置（
市
・
企
画
財
政
部
内
） 

院
外
処
方
開
始
　
眼
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
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産
婦
人
科
 

優
良
病
院
自
治
大
臣
表
彰
 

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
治
療
装
置（
リ
ニ
ア
ッ
ク
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入
 

病
院
事
務
局
内
に
病
院
建
設
室
を
設
置
、伝
染
病
舎
廃
止
 

新
市
立
病
院
建
設
用
地
取
得
 

M
R
I
導
入
 

院
外
処
方
全
科
で
実
施
 

新
市
立
病
院
建
設
工
事
着
工
 

地
方
公
営
企
業
法
全
部
適
用
 

救
急
隊
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
設
置
、脳
ド
ッ
ク（
簡
易
）開
始
 

救
急
医
療
功
労
埼
玉
県
知
事
表
彰
 

病
院
の
基
本
理
念
・
基
本
方
針
を
制
定
 

新
市
立
病
院
建
設
工
事
完
成
 

新
病
院
開
院
 

病
院
事
業
管
理
者（
兼
）病
院
長
高
元
俊
彦
氏
就
任
 

彩
の
国
景
観
賞
受
賞
 

産
科
再
開
 

脳
卒
中
の
症
状
 

脳
卒
中
の
予
防
 

脳
卒
中
の
原
因
 

前頭部 

頭頂部 

後頭部 

運動 
感覚 

視覚 

　言葉 
（優位半球） 

へ
ん
ぼ
う
 



縟 平成20年７月20日…… 

　現在、市立病院では約３００人の看護職員が勤務して
います。看護職員は医師などの医療スタッフととも
に、患者さんやその家族に対して、より高いレベルの
医療サービスを提供できるよう努めています。今回は
医療スタッフの中でも患者さんに一番近い存在である
看護職員に、普段心がけていることや看護のやりが
い、喜びについて伺いました。 

草加市立病院 

　
先
月
、
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認

定
看
護
師
に
合
格
し
た
風
巻
さ

ん
は
、
家
族
に
褥
瘡
（
床
ず
れ
）

が
発
生
し
た
と
き
に
、
認
定
看

護
師
が
行
う
ス
キ
ン
ケ
ア
に
よ

っ
て
褥
瘡
が
見
る
見
る
う
ち
に

よ
く
な
っ
て
い
く
の
を
目
の
当

た
り
に
し
た
こ
と
が
認
定
看
護

師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
で
し

た
。
 

　
育
児
を
こ
な
し
な
が
ら
、
職

場
や
家
族
の
協
力
を
得
て
研
修

に
行
き
、
夢
だ
っ
た
認
定
看
護

師
試
験
に
合
格
。
 

「
今
ま
で
学
ん
だ
専
門
知
識
や

技
術
を
用
い
て
、
患
者
さ
ん
の

創
傷
、
ス
ト
ー
マ
、
失
禁
ケ
ア

に
生
か
せ
る
よ
う
さ
ら
に
努
力

し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

将
来
は
病
院
内
に
限
ら
ず
在
宅

の
患
者
さ
ん
や
地
域
と
の
連
携

も
交
え
、
ス
キ
ン
ケ
ア
の
向
上

に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
」
と

意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
 

    　
森
橋
さ
ん
が
勤
務
す
る
6

階
西
病
棟
は
脳
神
経
外
科
・

歯
科
口
腔
外
科
・
耳
鼻
咽
喉

科
の
患
者
さ
ん
が
入
院
さ
れ

て
い
る
病
棟
。
そ
の
う
ち
約

7
割
が
脳
神
経
外
科
の
患
者

さ
ん
で
す
。
脳
神
経
外
科
の

場
合
、
1
か
月
に
15
名
以
上

の
患
者
さ
ん
が
手
術
や
病
状

悪
化
の
た
め
病
棟
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ

と
を
移
動
し
て
お
り
、
重
症

患
者
さ
ん
が
多
い
の
が
特
徴

で
す
。
 

    　
6
階
西
病
棟
は
Ａ
・
Ｂ
の

2
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
看
護

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
Ａ
チ
ー
ム
は
人
工
呼
吸
器

を
装
着
し
て
い
た
り
、
あ
る

い
は
2
時
間
ご
と
に
呼
吸
、

血
圧
、
脈
拍
な
ど
の
バ
イ
タ

ル
サ
イ
ン
を
観
察
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
重
症
患
者
さ
ん

の
急
性
期
看
護
を
行
っ
て
い

ま
す
。
 

「
こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
の

看
護
で
は
、
い
の
ち
を
守
る

こ
と
が
最
優
先
と
な
る
た
め
、

心
電
図
の
モ
ニ
タ
ー
を
見
な

が
ら
呼
吸
状
態
や
表
情
に
注

意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

患
者
さ
ん
は
言
葉
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
た
め
、
患
者
さ
ん
に
優

し
く
声
を
か
け
反
応
を
見
極

め
、
看
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

目
を
閉
じ
反
応
が
な
い
場
合

で
も
健
康
な
方
に
話
し
か
け

る
と
き
と
同
じ
よ
う
に
声
を

か
け
て
い
ま
す
」
 

　
ま
た
、
Ｂ
チ
ー
ム
は
状
態

が
安
定
し
急
性
期
か
ら
回
復

し
た
患
者
さ
ん
の
機
能
訓
練

や
日
常
生
活
の
援
助
を
目
的

と
し
た
看
護
を
し
て
い
ま
す
。
 

「
患
者
さ
ん
が
何
か
で
き
た

時
に
は
、
患
者
さ
ん
と
共
に

喜
び
合
い
、
励
ま
す
こ
と
で

患
者
さ
ん
ご
本
人
や
ご
家
族

が
明
日
へ
の
希
望
が
持
て
る

よ
う
な
関
わ
り
を
心
が
け
て

い
ま
す
」
 

   　
脳
血
管
障
害
で
入
院
さ
れ

た
患
者
さ
ん
の
場
合
、
全
く

障
害
が
な
く
退
院
で
き
る
方

は
ほ
ん
の
一
握
り
で
、
多
く

の
患
者
さ
ん
は
後
遺
症
が
残

る
た
め
、
障
害
を
持
ち
続
け

な
が
ら
生
活
を
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、患

者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
介

護
す
る
ご
家
族
も
落
ち
込
ん

で
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
、

ご
家
族
の
方
に
も
き
め
細
か

な
心
の
看
護
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
 

   　
こ
の
よ
う
な
厳
し
く
緊
張

し
た
医
療
現
場
で
看
護
を
し

な
が
ら
も
、
「
発
語
が
な
か

っ
た
患
者
さ
ん
が
言
葉
を
発

し
た
り
、
笑
顔
が
見
ら
れ
た

り
す
る
な
ど
、
小
さ
な
変
化

が
私
た
ち
の
喜
び
や
や
る
気

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
看
護
師
を
目
指
す
方

に
も
将
来
こ
う
し
た
喜
び
を

感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

輝く看護 輝く看護 
～細やかな心配りで 
　　　患者さんをサポート～ 

重
症
の
患
者
さ
ん
が
 

占
め
る
 

脳
神
経
外
科
病
棟
 

急
性
期
か
ら
 

慢
性
期
ま
で
 

細
や
か
な
心
配
り
を
 

ご
家
族
の
方
に
も
 

心
の
ケ
ア
が
必
要
 

子
ど
も
た
ち
の
 

協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
 

患
者
さ
ん
の
 

存
在
の
大
き
さ
 

人
と
の
関
わ
り
を
 

大
切
に
し
た
い
 

 看
護
の
喜
び
 

緊
張
し
た
環
境
の
中
に
も 

看
護
の
喜
び
が
あ
り
ま
す 

６
階
西
病
棟
　
看
護
師
長
　
森
橋

明
代
さ
ん 

認定看護師として 
活躍の幅を広げたい 

外来　看護師　風巻 裕子さん 

   　
小
学
1
年
生
か
ら
中
学
3

年
生
ま
で
5
人
の
子
ど
も
を

育
て
な
が
ら
看
護
の
仕
事
に

情
熱
を
も
っ
て
取
り
組
む
浅

井
さ
ん
。
 

　
子
ど
も
た
ち
が
仕
事
に
理

解
を
示
し
て
く
れ
て
い
て
、

会
議
等
で
夜
遅
く
に
帰
宅
し

て
も
子
ど
も
た
ち
が
嫌
な
顔

を
せ
ず
「
お
か
え
り
!
」
と

笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
の
で
、

仕
事
の
疲
れ
が
一
気
に
吹
き

飛
ん
で
し
ま
う
と
か
。
 

「
思
春
期
の
悩
み
や
小
さ
い

子
な
り
の
悩
み
が
あ
る
と
思

う
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

が
お
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
助
け

合
っ
て
成
長
し
て
い
く
様
子

を
見
て
い
る
と
、
な
ん
て
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
と
子

ど
も
た
ち
に
感
心
し
つ
つ
感

謝
し
て
い
ま
す
」
 

   　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
人

生
の
感
動
は
患
者
さ
ん
の
存

在
で
す
。以
前
に
取
得
し
た「
糖

尿
病
療
養
指
導
士
」
と
い
う

専
門
資
格
を
き
っ
か
け
に
多

く
の
患
者
さ
ん
と
話
す
機
会

を
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。
 

　
今
年
の
初
め
に
患
者
さ
ん

と
一
緒
に
糖
尿
病
の
研
修
会

に
参
加
し
た
と
き
に
「
糖
尿

病
の
患
者
さ
ん
の
つ
ら
さ
や

痛
み
、
悲
し
み
が
全
然
わ
か

っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
反
省
。
 

　
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に

糖
尿
病
の
こ
と
を
一
か
ら
学

び
直
そ
う
と
思
い
、
あ
る
患

者
さ
ん
に「
頑
張
る
宣
言
」を

し
た
そ
う
で
す
。し
か
し
、そ

の
患
者
さ
ん
は
「
私
た
ち
の

痛
み
の
こ
と
は
理
解
し
て
く

だ
さ
っ
て
も
、
本
当
の
傷
の

痛
み
は
共
有
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
浅
井
さ
ん
が
そ
ば
に
い

て
く
れ
る
だ
け
で
い
い
の
で
す
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
そ
う
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
浅
井
さ
ん
は
 

「
患
者
さ
ん
の
心
を
理
解
し

た
い
」
と
努
め
て
い
ま
す
。
 

   　
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き
、

愛
す
る
子
ど
も
た
ち
と
接
す

る
と
き
、
職
場
の
ス
タ
ッ
フ

や
友
人
と
話
す
と
き
、
誰
と

向
か
い
合
う
と
き
も
そ
の
関

係
を
大
切
に
し
て
い
る
浅
井

さ
ん
。
 

「
長
い
人
生
の
中
で
そ
の
と

き
会
っ
た
人
と
の
関
わ
り
は

一
瞬
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
た
と
え
一
瞬
で
も
私
に

は
多
く
の
患
者
さ
ん
と
交
わ

し
た
会
話
が
心
に
残
っ
て
い

て
、
私
の
財
産
の
一
つ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

そ
ん
な
関
わ
り
を
大
切
に
し
、

苦
し
い
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と

も
楽
し
さ
や
喜
び
に
変
え
て
、

看
護
と
い
う
仕
事
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
 

5
人
の
子
ど
も
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市立病院では助産師・看護師を募集しています。詳しくは、市立病院ホームページで。 
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